
　リメディアル教育学会では、これまでも「高大接続」をテーマとして取り上げてきました。入試制度や初中
等教育カリキュラムの変更などは、大学教育に大きな影響を与え、本学会でもそれらに対応する教育実践が
数多く報告されました。
　第17回大会であらためて「高大接続」をテーマとして掲げるのは、教育制度の改革に加えて別の次元の変
化が大学教育に大きな影響を与えることが予想されるためです。2022年3月卒業の高校生は、コロナ禍の影
響で様々な活動が制限された高校生活を余儀なくされてきました。課外活動や校外学習といった体験的な学
習や、学外の人と交流する学びが十分に行われていません。また、近年は家庭の学校への依存が高くなってい
ることも指摘されています。
　大学は、教育制度を超えたこれらの変化にどのように対応できるのか、またしなければならないのか、参加
者と一緒に考える機会を提供します。

あらためて高大接続を問う

日本リメディアル教育学会
第17回全国大会・総会

基 調 講 演

● 講演題目
学校リスクの「見える化」活動
　：コロナ禍から高校生・大学生・教員の安全と安心を考える

う ち だ　　 　 りょう

講演者： 名古屋大学大学院教授　内田　良 氏

● 講演者プロフィール
名古屋大学大学院教育発達科学研究科・教授。博士（教育学）。
専門は教育社会学。学校のなかで子どもや教師が出遭うさまざまなリスクについて、調査研究ならびに啓発活動をおこなって
いる。著書に『#教師のバトン とはなんだったのか』（岩波書店、共編著）、『校則改革』（東洋館出版社、共編著）、『ブラック部活動』
（東洋館出版社）、『教育という病』（光文社新書）、『教師のブラック残業』（学陽書房、共編著）など。ヤフーオーサーアワード
2015受賞。

特 別 講 演

こんどう 　　　おさむ

たまおき　 ま さ と

講演者： 学校法人河合塾 河合塾 英語科講師 玉置 全人 氏

 学校法人河合塾 教育研究開発本部 主席研究員 近藤 　治 氏

たまおき　　　ま さ と

● 講演者プロフィール　玉置　全人 氏
愛知教育大学 教育学研究科(修士課程修了)。
河合塾英語科講師。現役高校生のコースから、大学受験科まで、また基礎レベルから、東大・京大・医学部進学
を目指す受講生の講義、さらに河合塾の映像授業講座マナビスの講義も担当。模試・テキスト・教材の作成、ま
たカリキュラムの編成にも携わる。著書として、『英文読解の透視図』(研究社)『文法・語法ナビEnglish Tool 
Box』(アルク)など。

こんどう　　おさむ

● 講演者プロフィール　近藤　治 氏
1985年に河合塾入塾後、教育情報分析部門で大学入試動向分析を担当し進学情報誌「ガイドライン」「栄冠
めざして」などの編集を通じて受験生への情報発信を行う。高校営業、営業統括部門を歴任後、教育イノベー
ション本部にて次世代の教育研究開発に携わる。2018年より中部本部長として塾生指導に携わった後、
2021年4月より現職。マスコミへの情報発信とともに生徒、保護者、高校教員対象の講演も多数実施。

● 講演題目
高大接続 ー 予備校からの報告



2022（令和4）年　
8月23日（火）～25日（木）日　程

愛知大学名古屋キャンパス
〒453-8777 名古屋市中村区平池町4-60-6
【アクセス】  「名古屋」駅より徒歩約10分

会　場

23日 ●13：30 ～14：55　口頭発表　
●15：10 ～16：40　専門部会

（英語・医療系・ICT活用教育・理数系）

24日　●　9：00 ～10：55　口頭発表 
●11：00～11：30　総会  
●11：30 ～12：30　ポスターセッション　
●13：30 ～13：50　開会式 
●14：00 ～15：30　基調講演
学校リスクの「見える化」活動：コロナ禍から高校生・大学生・教員の安全と安心を考える
　名古屋大学大学院教授 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 内田　　良 氏

●15：40 ～16：50　特別講演
高大接続 ー 予備校からの報告
　学校法人河合塾 河合塾　英語科講師 ‥‥‥‥‥‥‥ 玉置　全人 氏
　学校法人河合塾 教育研究開発本部　主席研究員 ‥‥ 近藤　　治 氏

25日 ●　9：00 ～　9：55　口頭発表　
●10：00～11：30　専門部会（日本語・学習支援・学校教育・学習言語）
●12：30 ～14：00　CRLA（The College Reading and Learning Association）ワークショップ　 
●14：05 ～14：25　閉会式

主催：日本リメディアル教育学会　後援：愛知大学

プログラム

お問合せ先 日本リメディアル教育学会 大会ヘルプデスク
jade-desk@bunken.co.jp

公式サイト http://www.jade-web.org/conference/conference.html


